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oals（持続可能な開発目標）」の略称です。2015年の国連サミットで 
採択されたもので、持続可能でよりよい世界を実現するために、2030年までに達成すべき国際目標です。
　この目標は以下の17のゴールと、それらを達成するための具体的な169のターゲットから構成されており、地球上
の「誰一人取り残さない（l
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ehind）」ということを誓っています。SDGsは発展途上国のみならず、 
先進国自身も共通して取り組むもので、日本も積極的に取り組んでいます。

市民活動特集　2022 (令和4) 年 3月1日  ❶

　「市民が主役の魅力あるまつど」をテーマに、
さまざまな角度から街の魅力をお伝えする市民活
動特集です。今回は「SDGs」について、市内で
活動する団体と市の取り組みを紹介します。

広報まつど　市民活動特集
特集に関するお問い合わせ＝政策推進課市政総合研究室☎704－4006

まつど
魅力
再発見

　SDGs という言葉はよく耳にするけれど、壮大なビジョンで自分にできることはないと感じている人も多いのでは
ないでしょうか。そこで、実際に SDGs に関わる活動をしている人たちのお話や、私たちの「身近な SDGs」を紹介
します。さまざまな価値観や考えを持つ人がいる社会で、どうやってこの目標を達成していくのか、今日から考え、
できることから始めてみませんか。

政策推進課市政総合研究室☎704－4006



より良い社会にするために私たちができること

　具体的に何をしたらいいのか分からないという人も多いのではないでしょうか。今回は、市内でSDGsにつなが
る活動をしている３つの市民団体にお話を伺いました。ご紹介した活動をヒントに、皆さんも身近なところから
「持続可能な未来」を考える一歩を踏み出してみませんか。

みんなでみんなで をを考えよう考えよう

食のセーフティネットワークをつくり
みんなが豊かにくらせる社会を

　フードロスと生活困窮者をなくすことを目指し、市内初
のフードバンクとして立ち上げました。企業・農家や一般
家庭からまだ食べられる食材を譲り受けて、生活困窮者や
子ども食堂などに届け、困っている人たちが自立できるよ
う橋渡しの活動を行っています。
　具体的には、毎月約100キロの食材を届けています。
市内の３つの農家と企業1社から定期的に寄付をいただ
いている他、昨年６月から㈱ダイエーが毎月第３週の１
週間、店頭でフードドライブを行ってくれています。
支援先は、子ども食堂など10団体、個人では40〜45
世帯です。お米や調味料などの手に入りにくい食材は、

フードバンクちばから支援していただいています。
　まだ立ち上げて間もないので規模も小さく、当初は自費
で活動していましたが、今期は市の市民活動助成金によ
り、なんとか活動を続けています。日々の食事などに困っ
ている人、その支援をしたい人からのご連絡をお待ちして
います。ボランティアも募集しています。

まつどフードバンク〔平成31年2月設立〕

代表・南
みなみざわ

澤正
ま さ ひ さ

久さん

同団体
ホームページ

まつどフードバンク代表・南澤
☎090－4498－2654、 392－5656、

matsudo.fdbk@gmail.com

都市住民の暮らしを変革し
持続可能で循環型の社会をつくる

　都市の環境問題をテーマに、3つの活動を行っています。
　1つ目は市民発電所の設置です。教会など公共性の高い
建物に太陽光パネルを設置してCO2の排出量を減らすとと
もに、災害時には充電ステーションとして地域の安心を高
めます。市民にパネルオーナーという形でパネルを買って
いただくのですが、それは初期費用を賄うだけでなく、啓
発という目的もあります。昨年5月に第1号が完成し、順
調に発電とCO2削減を行っています。
　2つ目は給水スポットの拡大です。市内のお店などに、
誰でも無料で水道水が飲める・汲

く

める給水スポットとして
参加していただくことで、ペットボトルや缶を減らすとと
もに熱中症を防ぎ、さらには人と人の交流を増やしたいと
考えています。

　3つ目はSDGsの直接的な啓発活動です。カードゲーム
を使用したセミナーや、SDGsの実現・達成に寄与するよ
うな商品を子どもたちと一緒に選んで販売するSDGsマル
シェなどを行っています。また、市内の子ども食堂や学童
で、電動三輪車に子どもを乗せて遊んだり、環境学習もす
るイベントを無料で行います。企業・団体向けのSDGs研
修（有料）もありますので、興味がある人はお問い合わせ
ください。

一般社団法人　銀座環境会議〔令和元年5月設立〕

代表理事・平
ひ ら の

野将
ま さ ひ と

人さん

（一社）銀座環境会議
ホームページ問い合わせフォーム、

info@ginzakankyokaigi.net 同団体
ホームページ

松戸を想う仲間が集まって
SDGsの普及啓発活動を実践

　つながりの会は、市が主催する「まつど地域活躍塾」
で一緒に学んだ者同士がその後のつながりを維持し、新
たな活動に取り組む組織として、1期修了生の有志で立ち
上げ、現在の会員数は37人です。SDGsという言葉はよ
く耳にするけれどまだ知ってる人が少ないので、市民に
もっと知ってもらう活動が必要じゃないかという声がメ
ンバーから上がり、SDGsの啓発が活動テーマになりま
した。
　具体的な活動としては、毎年市が開催している「松戸市
消費生活展」に令和元年から3年続けてポスター展示を行
い、活動の成果を発表しています。令和２年には、5回シ

リーズのSDGs基礎講座を開催し、市の助成金を得た今年
度は2月23日㈷に活動の集大成となるSDGsフォーラムを
開催しました。来年度も引き続き発展的な活動を続けてい
きますので、多くの人のご参加をお待ちしています。

まつど地域活躍塾 つながりの会〔平成31年1月設立〕

会長・佐
さ と う

藤孝
こ う い つ

逸さん まつど地域活動塾 つながりの会Facebook、
matsudo.tsunagari@gmail.com

同会
Facebook
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特 別 座 談 会

まつどフードバンク
代表・南澤正久さん

一般社団法人
銀座環境会議

代表理事・平野将人さん

まつど地域活躍塾
つながりの会
会長・佐藤孝逸さん

活動を始めたきっかけ
歴史ある「常盤平団地」でコミュニティーづくりの可能性
平野　もともとNPOやNGOで仕事をしていました。平成30年3月ま
でラオスに駐在していて、帰国後は一度住んだことのある松戸市に戻
り、今は常盤平団地に住んでいます。ラオスは経済がどんどん発展し
ている中でも、ご近所の交流が強くて
助け合いもある国です。日本もそんな
温かい社会になったらいいなと。街づ
くりに貢献できるような環境活動を日
本でやりたいと考えたとき、歴史があ
り大きくて緑が残っている常盤平団地
は、コミュニティーづくりの可能性が
あると思ったんです。

世界の貧しさに直面。自分が暮らす松戸から
南澤　10年ほど前に赴任先のタイで大洪水にあったとき、現地の
人々は自分も被災しているにもかかわらず、食事を持ってきてくれ
るなど助けてくれました。その後、恩返しをしたいとボランティア
の世界に飛び込み、たくさんの困窮した人々を目の当たりにしまし
た。自分が暮らしている松戸でも地域貢献をと考え、日本で初めて
フードバンクを始めた団体などにボランティアに参加したのをきっ
かけに、「まつどフードバンク」を立ち上げました。家庭菜園や料
理の勉強をしていたことを生かしたい、と思ったこともきっかけの
一つです。

「まつど地域活躍塾」のOB・OGメンバーで設立
佐藤　会社員時代に消費生活アドバイザーの資格を取り、それを生
かしたくて「まつど地域活躍塾」に参加しました。「つながりの会」
は活躍塾の第1期修了生によりスタートし、平成31年1月に正式に設
立しました。市が毎年開催する「消費生活展」にSDGsに関心のある
メンバーで参加したのが、具体的な活動の始まりです。「2030へ、
SDGsをみんなで！」という内容について大きなポスターを4枚ほど
制作して展示し、その後も参加しています。SDGsの普及啓発活動と
して基礎講座も開催しています。

印象に残っている出来事
活動が子どもたちの体験の場に
平野　太陽光パネルの設置は、子ども食堂などの地域活動で知り合っ
た子どもたちと一緒に行っており、その他に海のごみ拾いや、果樹の
植樹などもしています。これらの活動をしていく中で、見た目では分
からない子どもたちの「体験」の面に差が結構あることに気づきまし
た。環境活動が、子どもたちの貴重な体験の場にもなってくれたらと
思っています。

食べることができない家庭のために
南澤　本当に困窮していて直接連絡をくれる方がいらっしゃるのです
が、2日間何も食べてない、というような話をお聞きすると、フード
バンクの活動は大切だし、続けていかなくてはいけないと強く感じま
すね。子どもたちから「ありがとう」とシールを貼ったはがきをも

らったり、保護者の方から「本当に助かりました」とお言葉をいただ
いたりすると、その人たちのためにこれからも頑張ろうと思います。

社会の広範にわたるSDGsだからこそ
さまざまな企業や団体が協力
佐藤　一昨年の基礎講座は受講者は少なかったですが、「講座を受け
てSDGsの内容がよく分かった」といったコメントが寄せられ、とて
も励みになりました。そこで、PRの仕方を見直したり、他の団体に
も声をかけ協力してもらおうということになり、結果として一気に
13の団体や企業と一緒に開催することができました。子育て支援や
里山を守る会など、協力団体は本当に多岐にわたっているのですが、
それも社会生活の広範にわたる目標を持つSDGsが横軸になっている
からなのだと思います。

今後の目標と市民の皆さんへ
廃棄される食品の半分弱は家庭から
南澤　今後は、スーパーなどの企業
や他の団体と連携した活動を増やし
ていきたいですね。自分たちの活動
としては、フードドライブ（家庭で
余った食品を指定の場所に持ち寄っ
て寄付する活動）をもっと行ってい
きたいと思っています。廃棄されて
いる食品の半分弱は家庭から出てい
ます。安売りしているものをたくさん買ってしまったりなど、そうい
う行動を見直していくと、食に対する考えも少しずつ変わってくるん
じゃないかな。つくる責任・つかう責任を認識することで、皆さんの
意識が変わっていくと思います。

昨日までのやり方でいいならSDGsは必要ない
平野　SDGsは17の目標と169のターゲットがありますが、その他
にも副題のような「我々の世界を変革する」という言葉も掲げられて
います。昨日までのやり方でいいんだったらSDGsは必要ないはず。
変革する必要があるっていうところを皆さんに伝えていきたいです
ね。個人の頑張りは当然のこととして、私たちの活動によって、企業
や行政・政治家に対して行動したり要求したり発言したりする人を増
やしたいっていうのが、私の活動の原動力であり目的です。

自分が思うことからやってみよう
佐藤　私は消費生活サポーターの養成講座などでも活動しているので
すが、そこでは考えを実際に文字にして、書いたものがSDGsのどの
目標とつながっているかを視覚的に確認しています。講座では「市民
が（S）、できることから（D）、
自分ごととして（G）、進めよう
（ｓ）」という私なりのスロー
ガンの話をしています。自分が
思っていることがあれば、難し
いことは考えずそこからやって
いいんだよ、ということを広く
伝えていきたいです。

フードパントリーの様子

松戸そらぴか発電所第1号（新松戸）

研修風景
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広告

㈱千葉銀行
令和3年10月6日

㈱イトーヨーカ堂
令和4年1月12日

損害保険会社4社（あいおいニッセイ同和損害保険㈱・
損害保険ジャパン㈱・東京海上日動火災保険㈱・
三井住友海上火災保険㈱）令和4年1月24日
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松戸市は松戸市は地方創生地方創生SDGsSDGsを推進していますを推進しています
　令和3年8月に市長を本部長として松戸市地方創生
SDGs推進本部を設置し、SDGs達成に貢献していく
ことを宣言しました。

政策推進課市政総合研究室☎704－4006

　松戸市は、市民、 
企業、各種団体な
どのステークホル 
ダーとのパートナー
シップを推進し、

「経済・社会・環境」の三側面の調和を保ち、現世
代と将来世代がともに安全・安心に暮らせる持続可
能な優しいまちを実現させる取組を進めることによ
り、我が国や世界のSDGs達成に貢献することを宣
言します。
松戸市地方創生SDGs推進本部本部長　本郷谷 健次

　SDGs推進の土台を構築し、具体的な取り組みを後押しするために千葉
県が創設した制度で、松戸市は２月に自治体として初めて登録されました。
　今後、千葉県や県内の企業・団体などと連携し、SDGsを推進する取
り組みを進めていきます。

　地方創生SDGsの推進を図るため、民間企業と「地方創生SDGsに関する包括
連携協定」を締結し、積極的に連携を進めています。

　2月10日㈭にオンラインで開催したSDGsフォーラムは、産学官が連携し、市内にある聖徳大学・
千葉大学園芸学部・日本大学松戸歯学部・流通経済大学の学生の企画・運営、㈱千葉銀行の後援によ
り行われました。
　講演でSDGsの理解を深め、学生が行ったセミナーでは「日常生活とSDGsの関わり合い」をテー
マに、身近なSDGsについてクイズを交えながら紹介しました。参加者の質問に学生が
自分の言葉でSDGsの考えや体験を伝えたりと、参加者と一緒に『普段の生活で自分が
できること』を考えました。※録画放映の他、YouTubeによるアーカイブ配信を行い
ます。詳細は市ホームページをご覧ください。

　これらは皆さんも今日から気軽に
できると思いませんか？ここで紹介
した事例はほんの一例です。SDGs
の17のゴールといった枠にとらわ
れる必要もありません。難しく考え
ず身近な問題として捉え、今、あな
たができることから始めませんか。

私たちのちょっとした行動で世界はもっと素敵になる！
「松戸市内の大学生によるSDGsフォーラム」を開催しました

みんなが今日からできること
セミナーで紹介された「身近なSDGs」「身近なSDGs」

民間企業と「地方創生SDGsに関する
包括連携協定」を締結しています

「ちばSDGsパートナー登録制度」に登録されました

同フォーラムの様子

広報まつど4月15日号から
月1回SDGsに関する
連載を始めます。
お楽しみに！

　プラスチックや紙、缶・ビンなど
を分別することで、ごみがリサイク
ルできる資源となり、再利用されま
す。資源やごみが適切に処理される
ことで持続可能な生産消費がされ、
ごみが減り、街や海の美化と保護に
つながります。

ごみの分別

　日本の二酸化炭素排出量は世界で5番目に多く、2019
年度は約11億794万トンです。これは1人当たり年間約
8.5トンを排出していることになります。
　排出量の割合を多く占めるのは運輸や営業・家庭などで
使用される車の排気ガスです。移動手段を電車や自転車・
徒歩などに変えることで、車の使用頻度が減り、気候変動
などの原因となる温室効果ガス削減につながります。

自動車の利用を減らす

市ホームページ




